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 このほどいただいたタルチジオ・ベルトーネ枢機卿宛ての 9月 10日付書簡で、

8 月に広島で開催された第 8 回平和市長会議総会に関してご親切にお知らせい

ただき、お礼を申し上げたいと思います。 
 
 この件についての丁重なお心遣いに感謝するとともに、核軍縮に関する国連

総会ハイレベル会合の演説（2013 年 9 月 26 日、ニューヨーク）で私が申し上

げた次の内容をお伝えできることを光栄に思います。「核兵器のない世界に向け

て法的、政治的、および技術的な必須要件に対し、体系的に理路整然とした方

法で私たちが対応していくことが不可欠です。［中略］今こそ、道義的責務とい

う観点から恐怖の理論に反論するときです。それは平和文化の推進を可能とす

る信頼の土壌づくりと誠実な話し合いを進めつつ、法律および公益の優先に基

づいて、国際社会のすべてのメンバーが一致団結し責任を持って協力していく

ことにより行われねばなりません。」 
 
 この機会に、私が深く思いをいたしていることを改めて貴台にお伝えいたし

ます。 
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